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82　　　99mTc－HMPAo、’231－IMPを用いた脳血流シ

ンチグラフィーの比較検討

田所匡典1，小幡康範1，伊藤健吾2，牧野直樹2，大島統

男2，佐久間貞行2（名古屋第一日赤放1，名大放2）

　99mTc－HMPAO（hexamethy　l　propy　leneam　i　ne　ox　i　me）

1231－IMP（N－isopropy　1－p－i（xdoamphetamine）を用いた

脳血流シンチグラフィーとCTを、脳血管障害24症例に

施行し比較検討を行った。2例では3法ともに正常像で

あった。残り22例中、HMPAOで認められる低集積域が

CTでの病巣範囲と同程度のものが4例、広範囲のもの

が18例であった。同時期にIMPを施行でき、異常像を

認めた18例では、HMPAOで低集積域が広いものが4例、

IMPが広いものが8例、同程度が6例であった。　HMPAO、

IMPではCTで検出できない血流異常を捉えうるが、ラ

クナ梗塞や白質の病変の検出ではCTが優れていた。

IMPはHMPAOより健常部と病巣の濃淡が明瞭であった。

低集積域の範囲はIMPで広い傾向にあるが、症例によ

り異なっていた。HMPAOによる脳血流シンチグラフィー

は非侵襲的に脳の血流分布を表す検査法として有用で

あると考えられる。院内標識が可能な99mTc製剤であ

り急性期の症例に利用できること、空間分解能が向上

することでIMPの欠点を補いうる反面、　IMPより病巣が

小さく、健常部との濃淡差が不明瞭という特徴を有し

ていた。
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　脳血管障害をはじめとする各種中枢神経疾患に対す

るPAO－SPECTの右用性を、ほぼ同時期に施行したX線

CT．rMP－SPECT等と比較し、検討した。

　対負は脳梗塞11例、　TIA・RIND3例、モヤモヤ病、

AVM各1例等、計20例である。Tc－99■HM－PAO（10～20

■Ci）、1－1231MP（3mCi）を静注して、回転型ガンマカ

メラによりSPECTを施行した。また、一部の症例では

PAOのbolus　injection後の左右脳半球のtine　activ－

ity　curveとfirst　pass　i■ageも同時に作成した。

　PAO－SPECTとIMP－SPECT（early　inage）とをその

i■agingや健側に対する患側のRI　uptakeの比率でみ

ると両者はよく類似していたが、IMP－SPECTの方が血

流具常の範囲やRI　uptakeの比率の差が、より大きく

示される症例も存在した。脳梗塞の急性～亜急性期に

おけるhyperperfusionや、亜急性～慢性期にcrossed

cerebellar　diaschisisカf認められた症例では、両者

間にとくに差はみられなかった。
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　今回我々は脳血管障害患者30例に’対し，ほぼ同時期

に99°Tc－HMPAOおよびt231－IMPを用いて脳SPECT像を

作成し，同時にX線CT像との比較検討を行なった．

　X線CTでLDAとして認められた22病巣中，20病巣

（91X）において両血流シンチ像でX線CT像と同郁
位に集積低下を認めた．X線C’ T像でLDAを認めなかっ

た14例のうち，11例は少なくともいずれかの血流シ

ンチ像で具常を認めたが，特にt231－IMP像の方が高い

有所見率を示した．また，cr。ssed　cer。bellar　dla－

scbislsは99・Tc－HNPAOでは27％，t231－IMPでは47％

の症例に固められた。さらに，両脳血流シンチ像での

血流低下領域はX線CT像のLDAより広い傾向がみら

れ，99・Tc－HMPAO像よりi231－IMP像における血流低下

領域の方がさらに広い傾向がみられた．

　両層血流シンチ像は，X線CT像にて検出し得ない

病巣をも描出しうると考えられた．また，局所的な脳

血流低下状態に対しては，t231－rMPがより鋭敏である

可能性を示唆するものと考えられた．
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の臨床症例における比較検討

　篠田正樹1，小林　真2，鈴木　豊2，佐藤　修1，福

　田利雄2，村上　剛2，新田祐司2，清田敦子2，長谷

　一広2，松前光紀1，山本正博3，（東海大学脳経外

　科1，同核医学2，同神経内科3）

　近年、脳神経領域での血行動態測定法として、SPECT

が一般化されつつある。しかし、SPECTに用いられる脳

スキヤン製剤として、多種多様の物が存在する。今回、
我々は、99n　Tc－HM－一・PAOと123エーrMPとの比較を行なった。

検査方法：コ23エーコMPは、3mOi静注後のearユy　studyを、

一部の症例にてdelaCyed　studyを施行した。99mTc　HM

PAOは、15mCi静注後5分後における8tudyを施行した。

検査対象：動脈瘤破裂によるクモ膜下出血8例、頭蓋内腫

瘍2例、中脳水道狭窄症ユ例、脳内出血1例の計12例。臨床

症例での比較のため、検査期間中に新たな病態の加味

されたものは除外した。両検査の施行間隔は5日以内で

、同期の前後にx線OTを施行した。比較方法：視覚的な定

性的評価に加え、SP田CT値による半定量的評価を施行
した。結果：（1）99亘rc－HM－PAOでは脳室の境界部の描出性

に優れる。123エコSt［Pでは、基底核部の描出が良好ではな

いことが多い。（2）脳虚血部の描出性においては、99「「kre

HM－PAOは123エー刀veに比し、病変部がより狭い領域とし

て描出される傾向がある。
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